


モラロジー道徳教育財団は、大正15（1926）年、法学博士・廣池千九郎が創立。
以来、90年以上にわたり、モラロジー（道徳科学）および倫理道徳の研究と、これに
基づく社会教育と道徳教育を推進する内閣府認定の公益財団法人です。
いつの時代にあっても、国づくりの根本は人づくりであり、人づくりの基本は道徳
教育にあります。先人が長い歴史の中で育んできた、伝統文化や勤勉・正直・礼節・
質素・忍耐・倹約・親孝行などの「よき国民性」を次の世代に伝えていくことは、道徳
教育の使命です。親から子へ、子から孫へと世代を重ねて道徳性を育む「累代教育」
の実現が必要不可欠だといえます。
私どもは、全国各地でセミナーや講座、講演会などを開催し、「よい心づかいでよ
いことを行う」ことの大切さを提唱しています。小学生を対象とした家族のきずな
エッセイ募集や地域の清掃奉仕、災害復興支援などの各種ボランティア活動も積極
的に展開。当財団の理念・目的に賛同する方々が、全国500の地方組織を拠点に日々
実践を積み重ね、よき社会づくりに貢献しています。
当財団は、令和3（2021）年、モラロジー研究所から名称変更し、令和8（2026）年
には創立100年を迎えます。21世紀は心の時代であると同時に、「いのちの時代」で
もあります。混迷を極める現代だからこそ、創立の原点を胸に、確かな国家観を持
った人材の育成、正しい歴史認識に基づく道徳教育を進め、広く社
会に貢献する団体を目指すとともに、強い絆で結ばれた家庭、互敬
の精神に満ちた社会、世界の国々から信頼され尊敬される「道義国
家日本」の再建に向けて取り組んでまいる所存です。

当財団には、全国3か所に研修・宿泊施設として生涯学習センター、5か所に講堂を
備えた記念館、全国500以上のモラロジー事務所の拠点として12の出張所があります。
海外5か国においても関連団体が活動、ベトナムやフィリピン等でも研修・講演

会を開催しています。

モラロジー関連団体が活動する国

沿　革

生涯学習センター
● 生涯学習センター（千葉県柏市）
● 中日本生涯学習センター（岐阜県瑞浪市）
● 淡海湖西生涯学習センター（滋賀県高島市）

出張所
■ 北海道（札幌市中央区） ■ 東北（仙台市青葉区）
■ 関東（千葉県柏市） ■ 上信越（群馬県高崎市）
■ 東京（新宿区） ■ 南関東（静岡県函南町）
■ 東海（岐阜県瑞浪市） ■ 京都（京都市上京区）
■ 大阪（大阪市住之江区） ■ 中国（広島市西区）
■ 四国（香川県観音寺市）  ■ 九州（大分県中津市）

記念館

★廣池千九郎記念館（千葉県柏市）
★谷川記念館（群馬県みなかみ町）
★大穴記念館（群馬県みなかみ町）
★畑毛記念館（静岡県函南町）
★中津記念館（大分県中津市）

法学博士・廣池千九郎が道徳科学研究所を創立 

千葉県柏市に、道徳科学専攻塾を開設
本科課程（現在の麗澤大学、麗澤中学・高等学校に発展）
別科課程（社会人対象、生涯学習・社会教育の先駆け）

文部省より「財団法人 道徳科学研究所」の設立認可

月刊誌『れいろう』を創刊 

第１回 道徳教育研究会を開催（以来、毎年全国で開催）

月刊誌『ニューモラル』を創刊

「財団法人 モラロジー研究所」に名称変更 

第 1回 道徳教育国際会議を開催（後援：文部省） 

第 1回 モラル・サイエンス国際会議を開催 

内閣府より「公益財団法人」の認定を受ける 

「麗しの杜 光ヶ丘」（サービス付き高齢者向け住宅）を開設

月刊誌『ニューモラル』創刊５０年

「公益財団法人 モラロジー道徳教育財団」に名称変更 

「人づくり」による「国づくり」を 概　　要

モラロジー道徳教育財団がめざすこと

●道徳の研究を通して「社会の諸課題の解決」に寄与します
●学びの環境やツールを提供して「一人ひとりの道徳性の向上」に寄与します
●さまざまな団体、共感者と協働して「多様な社会貢献」に寄与します

●ブラジル　●台湾　●アメリカ　●韓国　●ナイジェリア
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理事長
廣池幹堂
HIROIKE Mototaka

2 3



道徳実行の指針を提示し、その方法や効果を
学ぶためのセミナーや講座、今日の社会的課
題を考える各種講演会を生涯学習センターや
記念館、出張所において開催しています。
初めてモラロジーを学ぶ方のための生涯学習
セミナーは、文部科学省や各地の教育委員会
の後援を得て全国約400会場で開催、毎年3万
5千名以上の方が参加。さらに、生涯学習講座
でモラロジーの理論を系統的に学ぶことがで
きます。

心づかいの大切さを学ぶ 子育て世代の支援・青少年の育成
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各界の有識者による講演会

道徳の実行が
よりよい人生・家庭を築く

子供と青少年の人間性を育むため、野外での
体験学習やグループ活動を展開。“他者への思
いやりの心”を育み、身近にある“当たり前”
のありがたさ、親や祖先の深い愛情について
考える年齢別プログラムを行っています。
また、世代を重ねて心を育む「累代教育」を
推進し、教育事例の配信をはじめ、家庭教育
に関する懇談会を開催。家庭教育力の向上や
子育て世代の支援をはじめ、各種の教育活動
を行っています。

学生モラロジー研究会

ジュニアセミナー

世代を重ねて心を育む

生涯学習セミナー 夏の体験学習
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学校における道徳教育の支援を目的に、教育
者としてのあり方や道徳への理解を深め、心
づかいや実践方法を学習する機会を提供。
昭和38年にスタートした道徳教育研究会は、
文部科学省や各種行政機関と連携しながら、
毎年、全国約80会場で開催され、年間8千名
以上の教育関係者が研修をしています。
また、学校への講師派遣や教育者の指導力向
上を目的とした各種スキルアッププログラム
を通じて、授業の進め方やその意義について
「道徳」の教科化に対応しています。

「学校における道徳教育」を支援 「三方よし」を指針とする人づくり

道徳の出前授業

道徳の授業展開を学ぶ

教育者の成長が教育力の向上に

「道徳経済一体（道経一体）」の考え方や「品性
資本」、「三方よし」の経営など、企業の永続
と繁栄のための要諦を提示。
社会人としての心得やマナーなどを学びなが
ら、よりよい人生を築く上で必要な力を育成
する「新入社員セミナー」。現場で必須となる
ビジネスマインドとスキルを習得する若手・
中堅社員対象の「心技一体ビジネスセミナー」。
道経一体経営の原理を学ぶ経営者・幹部対象
の「道経一体経営講座」など、各種講座・セミ
ナーを開催しています。 会議を円滑に進めるためのスキルを学ぶ

人と組織の品性を高める

৾ૅઇ୘ ੫ ঵ؙ

道徳教育研究会 道経一体経営セミナー
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地域の清掃ボランティアをはじめ、道徳
を考える月刊誌『ニューモラル』特別号
の配布・学校への贈呈など、社会の道徳
化に資する活動を行っています。
また、令和3年にオープンした「淡海湖
西生涯学習センター」は、農業体験やキ
ャンプなどの自然体験、子育て講演会の
施設として広く活用していただけます。

手をつなごう　世代と世界 心をつなぐエッセイ募集事業

ユニセフ募金活動への協力

社会貢献プロジェクト

「家族のきずな」「いのちのつながり」「敬老」
などをテーマに、子供たちがその言葉や絵
を通して、両親やきょうだい、祖父母、祖
先に心を向ける作品募集事業です。
全国約120会場で開催、応募総数は25万編
を超えます。いずれの作品からも大切な人
への感謝の思いを感じ取ることができます。

全国で開催　25万編の応募

廃校を体験型学習施設として再利用した
淡海湖西生涯学習センター（滋賀県高島市） 全国各地で発表会・表彰式を開催

クリーンプロジェクト

家族のきずなプロジェクト

敬老プロジェクト

ユニセフ　ハンドインハンド

঺ভ๾൴

皆様からのご寄付をもとに、青少年の育成や
災害救援活動などの社会貢献活動を行っています

寄付を
お考えの方

お う み こ

せい
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当財団は、地震や風水害等の自然災害の発生
に際して、いち早くその情報収集に努め、被
災地に対するボランティア人員の派遣、救援
金や救援物資のお届けなど、さまざまな支援
を行っています。
近年は、新型コロナウイルス感染症の医療支
援を目的に、行政を通して医療機関等にマス
クを寄贈しています。

災害救援活動への支援 共生社会の幸せを支える福祉介護

被災地域での廃棄物運搬作業

津波で流出した沿岸防災林の再生事業への支援 世代を超えてふれあう機会を演出

医療用マスクの寄贈

被災地の復興を願って

緑豊かな自然に囲まれた麗しの杜は、2棟のサー
ビス付き高齢者向け住宅に、デイサービス、訪問
介護などの介護事業所を併設。ご利用者様に、安
心で快適な暮らしを提供しています。 麗しの杜

感謝・感動・安心できる暮らしを

モラロジー道徳教育財団は「健康・福祉」「教育」「経済成長と雇用」
などの分野でSDGsの目標達成に貢献します

ૣ කؙ঺ভ๾൴

うるわ もり
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総合人間学モラロジーの研究を基本に、
現代社会における諸問題を道徳的に解決
するための研究を推進。
学会や定例研究会に加
え、各種メディアを通
して、その成果を発信
しています。

総合人間学モラロジーの研究 令和日本を創造する人材養成塾

道徳科学研究フォーラム道徳のシンクタンク

道徳科学研究所

政治、経済、教育、文化など、
日本が直面している問題の課
題解決に向け、日本の伝統文
化・精神文化を踏まえながら
学んでいく社会人向けの人材
養成塾です。
各界の著名な学者や研究者が
講師を務め、1年を通してゼ
ミ形式で学んでいきます。対
面とオンラインの2つの方式
で開催しています。

令和専攻塾
人類の歴史と激動する時代の変化を見極め、

真正な国家観、世界観、歴史観に基づき、

道義国家日本の再生と次世代の育成に貢献する

塾　　是

モラル・サイエンス国際会議 麗澤大学　新宿キャンパスでの講義

5つのプロジェクト

道徳科学
研究所

モラル
サイエンス
研究推進

モラロジー
研究推進

伝統文化
研究

歴史研究

道徳教育
研究推進

ଢ଼ ஢ؙ য౫୘ਛ

皇室
歴史

経済
経営

教育 外交

政治
憲法学びの

5本柱
令和専攻塾
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■学校教育助成
モラロジーの研究の振興および教育の
普及を図るため、モラロジーを基調と
する研究・教育を行う学校に対する助成

■社会教育助成
モラロジーの普及を図り、人々の人間
性・道徳性を高め、住みよい社会づくり
に貢献する個人・団体に対する助成

■研究教育助成
モラロジーおよび倫理道徳の学術研究
の向上を図るため、文化の発展や社会
の道徳化に資する研究に対する助成

■社会教育活動助成
広く文化の発展や社会の道徳化に貢献
する教育を行う個人・団体に対する、
青年育成・教育の各分野での助成

「知徳一体」を教育理念として人材を
育成。令和6年、麗澤大学に工学部、
経営学部を新設。

開発途上国への技術協力や支援活動、途
上国を理解するためのスタディーツアー
等を実施しています（昭和46年設立）。

「道徳経済一体」の理念に基づき、「品性資
本」「三方よし」の経営を推進する企業・
経済人の組織です（平成11年設立）。

ল ගؙ ฃय़কথঃ५भ਌ऩ઱ਝ

ঢ়৴১যஃਛহ঵

お申し込み

廣池千九郎記念講堂
廣池千九郎の生涯を紹介する記念館をはじめ、
400名収容の講堂、国際会議も開催可能な会議場を有しています。

hiroike-chikuro. jp

〈柏キャンパス〉
　麗澤大学・大学院
　麗澤中学・高等学校／麗澤幼稚園
〈岐阜県瑞浪キャンパス〉
　麗澤瑞浪中学・高等学校

生涯学習センター
モラロジーの理論を体系的に学ぶ講座
をはじめ、講演会や研修会を開催。研
修者用の宿泊施設も完備。

キャンパスプラザ会員会館
緑の森に包まれたレストラン。和食、洋
食、夏季にはBBQで豊かな時間を過ごせ
ます。会議室・会食会場もあります。

一般財団法人　麗澤海外開発協会（RODA）

『まなびとぴあ』 『れいろう』

『月刊三方よし経営』 『ニューモラル』

累計
5億部発行企業・経営者

向け

家庭教育
向け

教育情報誌

研究・教育活動の
成果を発信する教
育情報誌をはじめ、
モラロジー教育の
ためのテキストや
参考図書を刊行

創立者・法学博士

大分県中津市生まれ。東洋法制史研究により
法学博士の学位を取得。大正15年、総合人間
学モラロジーを創建。昭和10年に道徳科学専
攻塾を千葉県柏市に開設し、現在のモラロジー
道徳教育財団と麗澤大学の基礎を築きました。

廣池千九郎（1866～1938）

道徳を考える
月刊誌

オンラインショップ
ニューモラル
ブックストア
「

」
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